
（３）今後の検討事項
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資料④



ごみ処理の広域化を実現するために決めなけらばいけないこと

（１）両市町のごみ・資源の「分別」方法
（２）両市町のごみ・資源の「収集」方法
（３）収集したごみ・資源の「処理」方法

➡（１）と（２）は、これまでどおり上尾市と伊奈町が検討を継
続し、令和７年度頃をめどに方針を決定することとしています。

➡（３）は、上尾伊奈資源循環組合が、令和１５年度の稼働を目
指して推進していきます。
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ごみ広域処理施設建設に向けたスケジュール
年度 事業区分 実施内容

令和５年度

調査・計画

基本構想の策定
令和６年度

基本計画の策定
環境アセスメント令和７年度

令和８年度
工事発注の準備

令和９年度
用地取得

令和１０年度

令和１１年度

建設工事 詳細設計
建築・プラント工事

令和１２年度

令和１３年度

令和１４年度

令和１５年度 稼働開始
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ごみ広域処理施設整備のために決めなけ
ればいけないこととは・・・
•基本的なコンセプトはなにか
•処理対象物はなにか、処理量はどのくらいか
•どのような設備が必要か、設備の規模はどのくらいか
•設備の配置方法や動線はどうするか
•公害防止対策をどうするか
•災害対策をどうするか
•エネルギーの利活用方法は .etc
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基本構想とは
国の「一般廃棄物処理施設整備手順マニュアル」によると
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基本計画とは
国の「一般廃棄物処理施設整備手順マニュアル」によると
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基本構想：ごみ処理の現状・課題や最新のごみ処理技術の動向な
どの情報を収集し整理する。
ごみ処理施設の基本的なコンセプトをまとめる。

基本計画：基本構想をもとに、必要な施設の種類や規模を定め、
ごみ処理施設の具体的な建設方針を決定する。

➯ 基本計画がまとまると、建設工事の発注過程へと進むた
め、発注仕様書や要求水準書等の策定を開始する。
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■建設用地の現状と課題の整理
キーワード：対象処理品目、計画年間日平均処理量、施設規模

周辺土地利用、高圧線、河川拡幅計画、都市計画道路上尾伊奈線
公害防止条件

■ごみ処理技術の動向調査
キーワード：最新の技術的動向

■処理方式及び施設機能の検討
キーワード：処理方式の複数検討

■施設整備基本構想
キーワード：電気・機械設備、土木・建築、余熱利用、地域貢献、財政、事業手法
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第２回～第５回検討委員会の検討事項（予定）
開催予定時期 場所 検討事項（予定）

第１回 今回

第２回 令和５年１０月
上尾市
西貝塚環境
センター

対象処理品目の検討、年間処理量の検討、敷地条件（法規制
等）の整理、公害防止対策の方向性の検討、処理方式の整
理・検討
※検討委員会開催前に、施設の見学と勉強会を実施

第３回 令和５年１１月 未定
電気・機械設備や概算面積・概算配置図の整理・検討、廃棄
物エネルギー利用や環境学習機能の事例整理、財政や事業手
法の整理

第４回 令和６年１月 未定 基本構想素案とりまとめ

令和６年２月 パブリックコメント実施

第５回 令和６年３月 未定 パブリックコメントの結果を含め、基本構想最終案とりまと
め

とりまとめた最終案を委員⾧から管理者へ答申し、本委員会の役割が終了
します。
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